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2016 年 10 月 3 日 ver.0.2 Beta 公開 


注記 
本 マニ ュ ア ル の 記載 事項 は 公開 時 点 に お ける 開発 状況 を 反映 し た も の で あり 、 予 告 な く 変 
更 さ れる 可能 性 が あり ます 。 


1. は じ め に 


1-1. プ ロジ ェクト 概要 


イン ター ステ ラテ クノ ロジ ズ 株 式 会 社 ( 以 下 IST 社 ) の サウ ン デ ィング ロケ ッ ト 「 モ 

モ 」 は 、20kg の マイ ロー ド を 一 般 的 に 宇宙 空間 と され る 高度 100km 以上 まで 、 低 
コス ト で 打ち 上 げ る こと が で きる ロケ ッ ト で す 。 
約 4 分 間 の 微小 重力 環境 が 得 ら れ 、 ペ イロ ー ド を 洋上 で 回 収 す る こと も 可能 で す 。 
微小 重力 実験 や 高層 大 気 の 観 測 、 赤 外線 ・X 線 な ど に よる 宇宙 観測 、 高 加速 度 条件 
な どの 打ち 上 げ 環 境 を 利用 し た 技術 試験 、 商 品 や 企業 等 の PR 活動 、 エ ンタ ー テ イ 
ン メ ント な ど 、 幅 広い 用 途 に ご 利用 頂け ます 。 

機体 の 製造 、 ベ ペイ ロード 整備 か ら 、 打 ち 上 げ 、 回 収 に 至る オペ レー ショ ン は 北海 
道 ・ 大 樹 町 の IST 社 施 設 で 一 貫 し て 行い ます 。 エ ンジ ン や 機体 、 各 種 メ カト ロニ ク 
ス 、 ア ビオ ニク ス 、 無 線 設 備 、 シ ミュ レー ショ ンプ ログ ラム と いっ た ロケ ッ ト の コ 
ン ポ ー ネ ン ト の 製造 を 自社 内 で 行っ て いる こと が IST 社 の 強み の 一 つ で す 。 自社 内 
で 蓄積 し た 総合 工学 技術 を 活用 し 、 ユ ー ザ の 要望 に 対し 柔軟 に 対応 する こと が で き 


ます 。 
な お 、 初 回 か ら 数 回 の 打ち 上 げ は 、 弾 道 飛行 技術 確立 の た め の 技 術 実証 試験 と し 
て 行わ れ ま す 。 
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2 サワ ウン デ ィ イィ ング ロケット 「 モモ 」 に つい て 


・ 機 体 の 特徴 


フェ アリ ング 

アビ オニ クス 
ペイ ロー ド 収 納 部 

パラ シュ ー ト 

ロー ル 制 御用 ガス ジェ ッ ト 
ガス ジェ ッ ト 用 室 素 


バル プ 駆 動 用 窒素 


加 圧 用 ヘリ ウム タン ク 


エタ ノー ル タ ン グ 


液体 酸素 タン ク 


尾翼 
姿勢 制御 機構 


12kN エン ジン 


ヘリ ウム に よる ガス 押し 式 液体 燃料 ロケ ッ ト で す 。 燃料 と し て エタ ノー ル (EA)、 
酸化 剤 と し て 液体 酸素 (LOX) を 用 いた 液体 ロケ ッ ト エ ンジ ン を 使用 し 、 固 体 燃料 ロ ケ 
ッ ト と 比べ て 加速 度 や 振動 な ど が 穏やか な 輸送 環境 を 提供 し ます 。 

機体 姿勢 の うち ピッ チ と ヨー 方 向 は モン ジン の ジン バル 動作 に よる 推力 偏向 に よ 
り 制 御 さ れ 、 ロ ー ル 方 向 は ガス ジェ ッ ト に より 制御 され ます 。 

リデル タダ タイム の コマ ンド アッ プリ ンク と デレ メト リグ ダ ウン リン ク を 行い 、 下 ラブ 
ル 等 の 緊急 時 に は コマ ンド 送信 に より 推力 を カッ ト す る こと で 、 安 全 な 打ち 上 げ を 


行い ます 。 

・ 機 体 諸 元 (数 値 は 開発 時 点 に お ける 暫定 値 ) 
機体 全長 … 9.9 m 
機体 全備 重量 … 1.0 ton (推進 剤 を 含む ) 
機体 乾燥 重量 … 0.7 ton (推進 剤 を 含ま な い ) 
機体 外 径 ... 502 mm 
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1-3. 射 場 


・ 射 点 位置 北海 道 広尾 郡 大 樹 町 浜 大 樹 80 イン ター ステ ラテ クノ ロジ ズ 実 験 場 
北緯 42.5058857? 付近 
東経 143.4571724? 付近 


射場 は 北海 道 広尾 郡 大 樹 町 の 太平 洋 沿岸 に あり 、 周 囲 は 海岸 、 河 川 、 湿 原 、 防 風 
林 に 囲ま れ て いま す 。 射 場内 に は エン ジン 試験 ・ 工 作用 建屋 、 指 令 室 、 通 信 設 備 等 
が 存在 し 、 電 源 を 使用 し た ペイ ロー ド の 調整 、 ご く 科 単 な 工作 等 を 行う こと が で き 
ます 

また 、IST 本 社 工 場 か ら 車 で 15 分 の 距離 に あり 、 旋 盤 ・ フ ライ ス 盤 ・ ボ ー ル 盤 ・ 
溶接 機 な ど を 用 いた 機械 加工 や 、 ス ペク トル アナ ライ ザ 等 の 設備 を 活用 し た 電気 電 
子 工作 の 支援 が 得 ら れ ます 。 


大 樹 町 公式 ホー ムペ ー ジ 
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2. ミ ッ シ ョ ン 策 定 ガ イド 


2-1. 飛行 に つい て 
機体 お よび ベイ ロー ド の 飛行 は 大 きく 分 け て 以下 の 3 つの 段階 に 分 か れ ま す 。 
T 十 0s 打ち 上 げ ー120s 加速 飛行 


T+120s 一 380s 慣性 飛行 
T 十 380 一 950s 空気 抵抗 に よる 減速 飛行 ・ 着 水 


T+ ら 55 口 秒 最高 高度 到達 


1OOkrn ( 宇宙 空間 と の 境界 ) 


T+ 1 秒 T+838O 秒 
減速 開始 


宮口 krm 燃焼 終了 
パラ シュ ー ト 展開 
加速 期間 
イエ + ロ 5 秒 ~ 着 水 


T+ ロ 打ち 上 げ 水平 飛行 距離 30km 
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2-2. 地上 か ら の 可視 状況 


・ 可 視 可 能 な 観測 点 
現在 調整 中 


・ 可 視 時 間 
地表 高度 約 1km 到達 まで 27 秒 
約 2km 到達 まで 37 秒 
約 5km 到達 まで 54 秒 
約 10km 到達 まで 70 秒 (最大 動 圧 点 MaxQ 付近 ) 


2-3. 加速 度 環境 
・ 上 昇 時 最大 加速 度 : 5G 


2-4. 高層 大 気 環境 
・ 対 流 圏 飛行 (高度 0 て 10 km) 約 70 秒 
・ 成 層 圏 飛行 (高度 10 て 50km) 上 昇 中 ・ 下 降 中 それ ぞ れ 約 55 秒 
・ 中 間 圏 飛行 (高度 50 て 80km) 上 昇 中 ・ 下 隆 中 それ ぞ れ 約 30 秒 
・ 熱 圏 飛行 (高度 80km~) 頂点 高度 を 含み 約 180 秒 


2-5. 微小 重力 環境 
・ 要 求 さ れる 微小 重 カ レベ ル に 対す る ミッ ショ ン 時 間 の 変化 
10^-1G 以下 240 秒 
10^-2G 以下 200 秒 
10^-4G 以下 150 秒 


2-6. ペイ ロー ド 回 収 
・ 着 水 速度 : 15m/sS( パ ラ シ ュ ー ト 使用 ) 
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3. ペ イロ ー ド (搭載 物 ) 設 計 ガ イド 


3-1. サ イズ ・ 重 量 
・ ペ イロ ー ド 包絡 域 


ペイ ロー ド 搭 載 配置 


ET 


・ サ イズ : 最大 300x300x300mm の ボッ クス 内 


・ 重 量 : 20kg 
ペイ ロー ド 重 量 と 到達 高度 と の 関係 
140 
138 
136 
134 


到達 高度 [km] 
NN 
Co 


0 5 10 15 20 
ペイ ロー ド 重 量 [kg] 
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3-2. 機体 と の イン ター フェ イス 


・ 機 械 的 イン ター フェ イス 

フェ アリ ング と ー 体 式 

フェ アリ ング は 機体 と の ロッ ク を 解除 後 エ アシ リン ダ に より 押し 出さ れ 分 離 
・ 電 気 的 イン ター フェ イス 

12V DC 電源 を 機体 か ら 供給 可能 

打ち 上 げ 時 か ら 電 源 投 入 し て お く ホ ッ ト ロ ー ン チ 可 能 


3-3. 周囲 環境 
・ フ ェアリング 内 気圧 は フェ アリ ング 外 大 気 と 同 圧 力 ( 非 与 圧 フ ェアリング ) 
・ フ ェアリング 自体 は 非 水密 構造 (ベイ ロー ド 部 の み 水 密 構 造 に する こと も 可能 ) 


3-4. 打ち 上 げ ま で の 流れ 


・ 打 ち 上 げ の 3 ヶ月 前 まで に 受付 

・ 機 体 と の 結合 試験 

・ 射 場 持ち 込み 打ち 上 げ の 3^7 日 前 
・ 機 体 搭 載 

* 判 ちち 上 

・ ベ ペイ ロー ド 回 収 、 引 き 渡し 


3-5. ペイ ロー ド へ の その 他 の 条件 


・ 爆 発 物 ・ 病 原 体 ・ 毒 劇 物 な ど 、 人 体 に 危 書 を 及ぼ す 可 能 性 の ある も の は ベイ ロー 
ド と し て 搭載 で きま せん 。 


mlitsl ィ lei ol om ザ デ 人 
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4. 広 告 に つい て 


4-1. 機体 広告 


・ エ タダ ノー ル タ ン ク と ヘリ ウム タン ク 部 分 の 外装 、 長 さ 約 3 て 4m、 直 径 500mm の 
円 筒 面 を 広告 用 の スペ ー ス と し て 使用 する こと が で きま す 。 

・ ペ イロ ー ド を 搭載 する お 客 様 と 広告 スペ ー ス を 利用 する お 客 様 は 異な る 場合 が あ 
り ま す 。 


4-2. 機 載 カメ ラ 映 像 


・ 搭 載 カ メラ の 映像 に お 客 様 ご 提供 の も の を フレ ー ム イン させ て 打ち 上 げ 、 後 か ら 
映像 を 提供 する こと が で きま す 。 
・ 広 告 ス ペー ス と 記載 カメ ラ を 利用 する お 客 様 は 異な る 場合 が あり ます 。 


EE 
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5. サ ポー ト 体 制 


5-1. 打 ち 上 げ 支 援 設備 


・ 和 宿泊 所 


・IST 大 樹 工 場 施設 


・ 射 点 建 


屋内 施設 
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6. 会 社 概要 ・ 連 絡 先 


イン ター ステ ラテ クノ ロジ ズ 株 式 会 社 は 、2006 年 か ら ロ ケッ ト 開 発 事業 を 行っ て いま す 。 
東京 と 大 樹 町 に 事業 所 を 持ち も 、 「 モ モ 」 に 続け て 、 地 球 周 回 軌道 に 小型 衛星 を 打ち 上 げ る ロ 
ケッ ト の 開発 を 行っ て いま す 。 


社名 イン ター ステ ラテ クノ ロジ ズ 株 式 会 社 
本 社 〒089-2113 北海 道 広尾 郡 大 樹 町 字 芽 武 690 番地 4 


東京 事務 所 〒112-0005 東京 都 文 京 区 水道 2 丁目 6-3 文京 MM ビル B102 号室 


設立 2003 年 5 月 
資本 金 9,000 万 円 
役員 代表 取締 役 稲川 貴大 


事業 内 容 ロケット 開発 


web: http:/www.istellartech.com/company 
Twitter: https://twitter.com/natsuroke 
Facebook: https:/ ル www.facebook.com/istellartech/ 
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